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Coming of age Ceremony 2022

成人式
Photo Report

与謝野町の

新成人

■ 対象年代 ･･･ 平成１３年４月２日～

１４年４月１日生まれ

■ 該当者数 ･･･ ２１８人

■ 出席者数 ･･･ １６９人（７７.５％）

 

判
断
の
時
代
か
ら
決
断
の
時
代
へ
。

 

自
ら
の
人
生
と
未
来
を
切
り
開
い
て

 

若
者
ら
し
く
勇
気
を
持
っ
て
決
断
し
、

 

い
か
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

集

合

写

真

各
地
域
ご
と
に
撮
影
し
た
集
合
写

真
で
す
。
な
お
、
撮
影
時
は
、
希

望
者
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま

す
。

岩滝地域

①

④

③

②

⑤⑦ ⑥

2022　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
令
和

４
年
与
謝
野
町
成
人
式
」
を
１
月
９

日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
華
や
か
な
振

り
袖
や
羽
織
袴
な
ど
を
着
飾
っ
た
新

成
人
１
６
９
人
が
出
席
。
昨
年
に
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
た
め
、
出
席
者
を
２
グ

ル
ー
プ
に
分
け
る
な
ど
規
模
を
縮
小

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

場
に
は
級
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
写

真
を
撮
り
あ
う
新
成
人
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。「
振
り
袖
に
袖
を
通
す

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
久
し

ぶ
り
に
友
達
と
出
会
え
て
う
れ
し

か
っ
た
」「
一
人
の
大
人
と
し
て
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新成人が生まれた年のできごと

２１世紀が始まる

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン、

東京ディズニーシーが開園

アニメ映画「千と千尋の神隠し」が

記録的ヒット

アメリカ同時多発テロ事件発生

アップル社「ipod」発売

第１次小泉内閣発足

■

■

■

■

■

■

2001 年

人
生
の

人
生
の
節
目
節
目
、、

大
人
へ
の

大
人
へ
の
一
歩
一
歩
を
踏
み
出
す

を
踏
み
出
す

①・②・⑥式典に出席した新成人（岩滝・加悦地域）　

③成人式をイメージしたネイルアート　④式典に出席し

た新成人（野田川地域）　⑤会場を彩る色とりどりの髪

飾り　⑦入場前の検温　⑧～⑭久しぶりの再会に写真を

撮りあう様子

※ 写真撮影時のみマスクを外している場合があります

野田川地域（三河内・市場地区）野田川地域（岩屋・山田・石川地区） 加悦地域

⑭

⑬

⑫

⑨

⑪ ⑩

⑧
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【新型コロナ支援】お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申し込み先・方法

問

申
町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

与謝野町では、令和２年度から「日常生活維持や事業継続が困難になった方への支援」「段階・局面（フェーズ）

に応じたきめ細かな支援」「“新しい生活様式” をふまえた新たな地域社会づくり」の３つを基本理念に、国の

交付金を活用しながら新型コロナウイルス感染症対策事業を実施してきました。今般、新たに追加・拡充した

事業の関連予算が１月臨時会で可決されましたので、主な事業内容をお知らせします。

住
民
生
活
と

事
業
継
続
を

力
強
く
支
援
し
ま
す

自宅療養者・濃厚接触者へ支援物資を届けます
町
制
度

■ 対 象 者

■ 支援物資

■ 配達まで

の流れ

　　・

与謝野町民で町内に居住している方で、新型コロナウイルス

感染症の感染者または濃厚接触者で、保健所などから自宅で

の療養または待機の要請を受けた方

京の豆っこ米（２㎏）、飲料（くだものジュース、水）、レト

ルト食品、インスタント食品、缶詰、衛生用品等

① 福祉課（☎ 43-9021）まで電話でお申し込みください。

② ご自宅に支援物資をお届けします。

福祉課 ☎ 43-9021問 申

新型コロナウイルス感染症

予防対策を実施しながら事

業継続されている事業者を

支援します。

新型コロナウイルス感染予防対策に係る

経費の支援

町

制

度

■ 対 象 者

次の要件を

すべて満たす方

■ 対象経費

■ 対象期間

・

▼ 与謝野町内に本店の事業所または個人事業所を設置して

いること　▼ 町税を滞納していないこと　▼ 与謝野町暴力

排除条例第２条に規定する暴力団または暴力団員等が事業主

または従業員として従事していないこと

▼ 感染防止に資する衛生備品および消耗品　▼ 飛沫感染防

止用具　▼ 密集を避けるための誘導表示等に係る経費　

▼ 除菌用の清掃用具および洗剤類　▼ 事業所内に設置する

検温等に係る経費　▼ その他必要と認めるもの

令和３年７月１日（木）～令和４年３月３１日（木）

３月３１日（木）までに、商工振興課（☎ 43-9012）へ。

※ 予算の範囲内で交付しますので、交付申請額が予算額に達し次第、

受け付けを終了とさせていただきます

補
助
額
・
率

最大 50 万円
対象経費の２分の１以内の額もしくは、代表者を含む従

業員の人数に５，０００円を乗じた額のうち、小さい額で

１，０００円未満を切り捨てた額を補助金額とします

問 申

新型コロナ対策に

２億716万円を予算措置し支援を拡大

１．コロナ禍の暮らしと経済を守り抜く

２．ポストコロナの社会経済活動を構築・牽引する
施策方針

※ 地方創生臨時交付金を財源とした与謝野町独自の新型コロナ対策事業分

暮らし支援【拡充】住民生活支援商品券事業

住民生活と地域経済を支援するた

め、全町民１人当たり５，０００円

相当の町内で利用できる商品券を

配布。

１億１，１０７万円

【新規】福祉灯油購入事業

与謝野町に住所を有する住民税非

課税世帯の方で、高齢者世帯、障

害者世帯、ひとり親世帯、生活保

護世帯に対し、１世帯当たり５，

０００円以内で灯油購入費を助成。

８１４万円

事業者支援【拡充】経済対策公共工事費

地元の土木事業者に公共工事受注

機会の増大を図ることを目的に、

各区からの修繕要望箇所や農林施

設等の修繕。

４，１５０万円

【新規】次期作付支援交付金

米価の下落、資材費や燃料費など

が高騰している中、次期作付経

費の支援として、１０a 当たり２，

０００円の交付金を交付。

１，３８７万円

子育て支援・

子育て環境整備

※ 上記の事業内容は、１月臨時会に提案したものです。事業の詳細は、
今後、広報紙や町公式ホームページ、有線テレビ等でお知らせします。

【新規】児童生徒育成事業

児童生徒の文化芸術に触れる機会

として、文化芸術鑑賞・体験事業・

コミュニケーション能力向上など

に係る事業に対する補助。

４５０万円

雇用維持支援【拡充】雇用安定支援事業

急激な事業活動の縮小などにる失業

の予防や雇用の安定を図るため、町

内の中小企業事業主に対し助成金を

交付。

※ 上限１人１日当たり３，０００円

３００万円

住民税非課税世帯等
臨時特別給付金

国

制

度

住民税非課税世帯、令和３年１月以

降に新型コロナウイルス感染症の影

響で家計に急激な変化のあった世帯

に給付金を給付します。

１世帯あたり

10 万円

■

■

住民税非課税世帯

※ 対象になると思われる世帯

には、確認書をお届けしていま

す。内容をご確認の上、返信用

封筒にてご返送ください。

※ 世帯全員が課税者の被扶養

者の場合は対象外となります。

令和３年度課税世帯で、新型コ

ロナウイルス感染症の影響で収

入が減少し、世帯全員が住民税

非課税相当となった世帯

※ ２月１５日（火）以降、福祉

課にご相談ください（支給には

諸条件があります）

福祉課 ☎ 43-9021問

対象世帯（次のいずれかに該当する世帯）

１
月
補
正
予
算

【３月３１日締め切り】令和３年度国民健康保険税・

後期高齢者医療保険料・介護保険料の減免申請

申請期限は、３月３１日（木）までです。減免には、対象者の所得要件な

どがありますので、詳しくは担当課までお問い合わせください。

町

制

度

・

・

■ 対象者（次のいずれかに該当する方）

問 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（保健課 ☎ 43-9022）

介護保険料（福祉課 ☎ 43-9021）

新型コロナウイルス感染症により、世帯の主たる生計維持者が死亡、

または重篤な傷病を負った場合

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年中の世帯の主たる

生計維持者の事業収入、不動産収入、山林収入、または給与収入が減

少した場合（令和２年に比べて３割以上減少）。ただし、減少した収

入の令和２年所得が０円、またはマイナスの場合は対象となりません。

小学校休業等対応
助成金（事業所向け）

国

制

度

子どもの世話を保護者として行うこ

とが必要となった労働者に対し、有

給（賃金全額支給）の休暇を取得さ

せた事業主に助成金を支給します。

■ 助成内容

有給休暇を取得した対象労働者に支

払った賃金相当額×１０分の１０

※ 日額上限額

・１～２月休暇分　１１，０００円

・３月休暇分　９，０００円

■ 申請期限

５月３１日（火）必着

詳細は、厚生労働省ホー

ムページをご覧ください。 厚労省ＨＰ

給
付
額
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特
集

与
謝
野
町
の
水
道
・
下
水
道
　
～ 

経
営
改
善
の
た
め
の
主
な
取
り
組
み
・
今
後
の
取
り
組
み 

～

加悦浄水場

《水道編》おしえて、こんなときどうするの？

水
垢あ
か

（
ス
ケ
ー
ル
）
が

付
着
し
た
と
き

　
ポ
ッ
ト
な
ど
に
付
着
し
た
水
垢

は
、市
販
の
『
ク
エ
ン
酸
』
を
使
っ

て
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
お
風
呂
に
付
着
し
た
も
の

は
、
お
風
呂
用
の
『
酸
性
洗
剤
』

で
除
去
で
き
ま
す
が
、
使
用
の
際

は
、
洗
剤
の
注
意
事
項
を
守
っ
て

事
故
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
塩
素
系
の
洗
剤
や

カ
ビ
取
り
剤
は
、
絶
対
に
混
ぜ
た

り
一
緒
に
使
用
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
水
垢
は
、
一
度
付
着
す
る
と
取

り
除
く
の
に
一
苦
労
し
ま
す
。
乾

く
ま
で
に
ふ
き
取
る
こ
と
で
、
水

垢
の
付
着
が
予
防
で
き
ま
す
。

水
垢
（
ス
ケ
ー
ル
）
と
は
？

主
成
分
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
硬
度

成
分
や
ケ
イ
素
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
で

す
。
水
の
中
に
溶
け
て
い
た
も
の
が
水

が

蒸

発

す

る
こ
と
で
、

ポ
ッ
ト
の
内

面
な
ど
に
付

着
し
ま
す
。

固
く
て
簡
単

に
は
取
り
除

け
ま
せ
ん
。

水
道
か
ら

カ
ビ
臭
が
す
る
と
き

　
与
謝
野
町
の
水
道
水
の
約
60
％

は
、
河
川
や
水
源
地
の
表
流
水
か

ら
取
水
し
て
い
ま
す
。
沼
や
川
な

ど
で
繁
殖
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
中
に
は
、
カ
ビ
臭
の
原
因
物

質
を
作
り
出
す
も
の
が
あ
り
、
水

温
の
上
昇
な
ど
に
よ
っ
て
大
量
に

繁
殖
し
た
場
合
な
ど
、
カ
ビ
臭
の

原
因
物
質
が
大
量
に
作
ら
れ
ま

す
。
通
常
の
水
処
理
で
は
、
処
理

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
水

道
水
か
ら
カ
ビ
臭
が
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
カ
ビ
臭
の
原
因
物
質

が
測
定
さ
れ
た
場
合
は
、
浄
水
場

で
活
性
炭
を
投
入
す
る
な
ど
の
処

理
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

男山水源地

　２ヵ月に渡り、生活や事業に欠かすことのできない与謝野町の水道と下水道についてお知らせしてきまし２ヵ月に渡り、生活や事業に欠かすことのできない与謝野町の水道と下水道についてお知らせしてきまし

た。水道は「施設の耐震化」、下水道は「財政状況」の課題を抱えながら事業継続を目指していますが、抱た。水道は「施設の耐震化」、下水道は「財政状況」の課題を抱えながら事業継続を目指していますが、抱

える課題はこれだけではありません。最終回となる今月号では、経営改善のために進めてきた取り組みや今える課題はこれだけではありません。最終回となる今月号では、経営改善のために進めてきた取り組みや今

後の取り組みについてお知らせします。後の取り組みについてお知らせします。

　経営改善のためのこれまでの主な３つの取り組み

合併時は水道課と下水道課でし

たが、平成２８年度の機構改革

により上下水道課となり、２課

４係から１課２係となっていま

す。合併時と比較して、水道で

４人、下水道で５人の合計９人、

約５０％の職員を削減していま

す。

20

11

平成 18 年度 令和３年度

－ 職員数の推移 －

組織体制の見直し１

平成２９年６月に平均改定率、水道料金５.６％、

下水道使用料１５％の料金改定を行い、現行の料

金となっています。

※ 下表参照

上下水道料金の改定３

加悦浄水場の新設 ⇒
加悦・加悦奥・温江・

明石浄水場の廃止

石田浄水場の廃止 ⇒ 男山浄水場に統合

幾地水源の廃止 ⇒ 四辻浄水場に統合

四辻浄水場・配水池 ⇒ 新設移転し更新

三河内浄水場・配水池 ⇒ 新設移転し更新

男山浄水場 ⇒ 急速ろ過機増設

町内全水道施設

（浄水場・配水池など）
⇒ 遠隔監視設備の整備

水道管の新設・更新 ⇒

緊急連絡管、岩屋川線

新設、岩滝地内配水管

更新・新設、加悦地域

統合事業　など

水道施設の耐震化や効率化のために、老朽化した

浄水場や配水池の統廃合や新設移転・改良工事を

行いました。

水道施設の統廃合・改良２

与謝野町 宮津市 京丹後市 伊根町 福知山市 舞鶴市 綾部市

水 道 料 金 3,149 3,503 3,420 3,250 3,065 2,790 3,800

下水道使用料 2,686 2,856 2,905 3,181 2,420 2,786 2,500

合 計 5,835 6,359 6,325 6,431 5,485 5,576 6,300

※ 口径 13 ㎜、月の使用水量 20 ㎡の料金比較

（金額は税抜き、単位：円）

【参考】上下水道料金の状況　－ 京都府北部５市２町の上下水道料金比較 －

与謝野町の水道料金と下水道使用料は、丹後地域では最も安価です。

　経営改善のための６つの今後の取り組み

与謝野町単独では対応できない課題は、京都府北

部地区の水道事業者で連携して課題解決に向けた

取り組みを行います。電力などの共同入札、委託

業務などの共同発注、事務の共同化、施設の共同

化などについて検討しています。他の事業者間で

は、電力の共同入札などがすでに実施されており、

メリットが見込める分野は、積極的に連携して取

り組みます。

広域連携の取り組みの推進１

経営戦略や資産管理を定期的に更新し、上下水道

審議会において経営状況に応じた料金水準の検証

をおおむね５年ごとに行います。

定期的な料金水準の検討３

開発計画が中止になった区域など水洗化が見込め

ない地域を除外し、投資の抑制を図ります。

下水道計画排水区域の見直し５

経営の合理化や人員の有効活用のため、窓口業務、

開閉栓業務、料金収納業務、滞納整理業務、検針

業務などの定型業務の民間委託を検討します。定

型業務を民間委託することにより、人材の有効活

用を図り浄水場の維持管理、水質の管理、水道管

の維持管理、水道施設の建設改良、水道事業経営

は技術継承を行いながら、今までどおり与謝野町

が行います。

官民連携の取り組みの推進２

耐震化計画に基づいて計画的に施設の耐震化を進

めます。老朽施設については統廃合を検討し、効

率的な運営を目指します。

施設の耐震化など４

上下水道審議会（右記ＱＲコード）

の答申に基づき、下水道使用料の

料金改定を行います。

下水道使用料の料金改定６

町
公
式
Ｈ
Ｐ
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　地球温暖化対策について、「『第２次

与謝野町地球温暖化対策実行計画（区

域施策編）』の策定経過および内容（令

和３年１０月号）」、「２０５０年温室効

果ガス排出量実施ゼロ（令和３年１２

月号）」をテーマにお知らせしてきま

した。最終回となる今月号では、「エ

ネルギーの地産地消」をテーマにお知

らせします。なお、過去の内容は、町

公式ホームページ（右

記ＱＲコード）からご

覧いただけます。

ゼロ・カーボンシティ

YOSANO TOWN

２０５０

連載　ゼロ・カーボンシティ与謝野

　
近
年
、注
目
さ
れ
て
い
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
」。電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
域
で
つ
く
り
、
地
域
内
で
消
費
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
主
な

取
り
組
み
と
し
て
は
、

▼ 

自
治
体
や
電
力
会
社
な
ど
の
共
同
出

資
に
よ
る
新
電
力
会
社
の
設
立

▼ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
供
給

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
電
力
の
生
産
・

供
給
を
地
域
内
で
ま
か
な
う
こ
と
で
、
災

害
時
の
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的
に
確

保
す
る
と
同
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

的
活
用
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
現
象
か
ら
得
ら
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

　
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
学
燃
料
は
、
枯

渇
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

太
陽
光
や
太
陽
熱
、
風
力
、
水
力
、
バ
イ

オ
マ
ス
、
地
熱
な
ど
自
然
現
象
か
ら
得
ら

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
度
利
用
し
て
も

比
較
的
短
期
間
に
再
生
が
可
能
で
あ
り
、

資
源
が
枯
渇
し
な
い
こ
と
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、「
再
エ
ネ
」）
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
エ
ネ
の
中
で
よ
く
目
に
す
る
の
が
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
住
宅
の
屋
根
等
に
設

置
し
て
発
電
す
る
太
陽
光
発
電
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
、
東
日
本

大
震
災
の
後
か
ら
特
に
注
目
さ
れ
始
め
た

取
り
組
み
で
す
。
大
規
模
集
中
型
の
電
力

シ
ス
テ
ム
は
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
電
力

を
供
給
で
き
る
一
方
、
災
害
に
よ
っ
て
供

給
源
に
不
備
が
生
じ
る
と
、
必
要
な
電
力

を
供
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
広
範
囲

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
う
し
た

災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
安
定
化
さ

せ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
を
分
散

さ
せ
よ
う
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

利
用
し
て
発
電
し
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
と
い
う
機
械
を
使
っ
て
直
流
の

電
気
を
交
流
に
変
換
す
る
こ
と
で
、
家
庭

用
の
電
気
機
器
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

国
と
国
民
が
支
え
る
再
エ
ネ

　

再

エ

ネ

を

普

及

す

る

た

め

に
、

２
０
１
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
固
定

価
格
買
取
／
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（Feed-in Tariff

）

制
度
」
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
再
エ
ネ
で

発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会
社
が
一
定
価

格
で
一
定
期
間
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約

束
す
る
制
度
で
す
。
電
力
会
社
が
買
い
取

る
費
用
の
一
部
を
電
気
の
利
用
者
か
ら

「
賦ぶ

課か

金
」
と
し
て
集
め
、
国
民
全
体
で

費
用
負
担
す
る
こ
と
で
再
エ
ネ

の
導
入
を
支
え
ま
す
。
こ
の
制

度
に
よ
り
、
発
電
設
備
の
高
い

設
置
費
用
も
回
収
の
見
通
し
が

立
ち
や
す
く
な
り
、
日
本
全
国

で
よ
り
普
及
が
進
み
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
再
エ
ネ
は
、
太

陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
５
つ
で
す
。
種

類
に
よ
っ
て
買
取
価
格
が
異
な

り
ま
す
が
、
例
え
ば
太
陽
光
の

買
取
価
格
は
、
２
０
１
２
年
度

の
制
度
開
始
時
は
、約
40
円
（
家

庭
用
・
容
量
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア

 

知
っ
て
ま
す
か
？
　
電
力
の
「
地
産
地
消
」

日本の電源構成（2020 年速報値）

出典　特定非営利活動法人環境エネルギー政策研究所ＨＰ

化石燃料

79.2％

再エネ

20.8％

石炭
27.6％

液化天然ガス
35.4％

その他火力
9.9％

原子力
4.3％

水力
7.9％

太陽光
8.5％

地熱
0.3％

バイオマス
3.2％

風力
0.9％

石油
2.0％

ワ
ー
未
満
・
買
取
期
間
10
年
間
）
で
し
た
。

そ
の
後
、
普
及
に
伴
い
設
備
設
置
費
用
が

安
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
２
０
２
０

年
度
の
買
取
価
格
は
約
20
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
制
度
開
始
当
初
は
、
設
備
設
置
費

用
が
高
額
で
あ
り
、
ま
た
、
買
取
価
格
も

高
か
っ
た
た
め
、
発
電
し
た
電
気
を
「
全

量
売
電
」
す
る
方
が
設
備
設
置
費
用
を
早

く
回
収
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
、
設
備
設
置
費
用
が
安
価
に
な

り
、
ま
た
、
買
取
価
格
も
低
く
な
っ
た
た

め
、発
電
し
た
電
気
を
自
宅
で
使
い
、余
っ

た
電
気
を
売
る
「
余
剰
売
電
」
が
主
流
と

な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
を
蓄
え
る
時
代
へ

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
に
伴
い
、
蓄

電
設
備
も
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
発
電

し
た
電
気
を
す
べ
て
売
電
す
る
の
で
は
な

く
、
い
っ
た
ん
蓄
え
る
こ
と
で
上
手
に
電

気
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

電
気
代
の
節
約
も
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
買
取
期
間（
家
庭
用
で
10
年
間
）

が
終
了
し
た
後
は
、
電
気
の
買
取
価
格
が

約
10
円
程
度
に
下
が
る
た
め
、
発
電
し
た

電
気
を
売
電
せ
ず
自
家
消
費
す
る
方
が
電

気
代
が
安
く
な
る
こ
と
か
ら
、
蓄
電
設
備

を
設
置
す
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

蓄
電
し
た
電
気
は
、
災
害
時
等
に
非
常
用

う
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、コ
ス
ト
の
増
大
で
す
。

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
送
電
線
を
通
っ
て

一
瞬
で
遠
方
に
送
れ
る
た
め
、
流
通
コ
ス

ト
が
安
く
な
り
ま
す
。
こ
の
性
質
を
最
大

限
に
活
か
す
た
め
に
、
大
量
の
需
要
を
一

つ
の
電
源
で
効
率
的
に
ま
か
な
う
大
規
模

集
中
型
の
電
力
シ
ス
テ
ム
が
主
流
に
な
っ

て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

場
合
は
、
供
給
源
を
分
散
化
し
て
い
る
た

め
、電
源
一
つ
当
た
り
の
需
要
が
少
な
く
、

電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
ま
か

な
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
電
源
の
分
散
化
に
伴
い
管
理
も
分
散

化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
電
力
シ
ス
テ
ム

と
し
て
も
不
安
定
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

大
き
な
コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
た
め
、
地
産

地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
料
金
は
比
較
的

高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
と

蓄
電
設
備
を
支
援

　
与
謝
野
町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
再
エ
ネ
を
活
用

し
て
「
自
ら
電
気
を
つ
く
り
、
蓄
え
、
賢

く
使
う
」
こ
と
で
、
個
人
住
宅
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
化
を
図
る
た
め
「
家

庭
向
け
自
立
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

電
源
と
し
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
電
気
自
動
車
に
も
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
走
行
時
に
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
こ
と
に
加
え
、
停
電
時
や

災
害
時
の
電

源
（
動
く
蓄

電
池
）
と
し

て
も
活
用
で

き
る
こ
と
か

ら
、
環
境
保

全
・
防
災
力

向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定

化
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
を
分
散

化
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
災
害
時
に
起
こ

る
広
域
停
電
な
ど
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
散
化
は
、
風
力
、
地
熱
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
再
エ
ネ
が
主
な
供
給
源
と
な

り
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
と
し
て

も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
利
用
で

き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
緊
急
時
の
電
力
供
給
を
ま
か
な

入
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄

電
設
備
を
同
時
に
設
置
す
る
場
合
に
導
入

費
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
令
和

３
年
度
は
、
す
で
に
申
請
件
数
が
予
算
額

に
達
し
た
た
め
受
け
付
け
を
終
了
し
て
い

ま
す
が
、
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
京
都
府
で
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
拡

大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
初
期
費
用
０
円
で
住
宅
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
で
き
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
宮
津
与
謝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
ご
み
を
活
用
し
た
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
を

行
っ
て
い
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
り
全
量
売
電
し
て
い
る
た

め
、
同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
る
宮
津

市
・
伊
根
町
・
与
謝
野
町
内
で
再
エ
ネ
が

活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
促
進
す
る
た
め
、
こ

の
電
気
を
宮
津
市
・
伊
根
町
・
与
謝
野
町

の
公
共
施
設
（
小
中
学
校
な
ど
）
で
利
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

公用車の電気自動車「リーフ」
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■

■

■

■

■

地区公民館を従来の機能に加え、人が集まることがで

きる憩いの場として機能を拡充、活発に。

教育施設は下校時以降の時間帯で学童サービスを提

供。

行政窓口は町域に１つにして、オンライン申請で対応

できる体制を整備。

文化的施設で施設そのものが文化的なものは現状維

持。

グラウンド、図書館、大規模集会所等は民間の力を取

り入れながら経営的視点で運営できるよう集約。

■

■

■

■

■

■

施設の集約や統合には、公共交通の整備と手続きのオ

ンライン化が必須。

庁舎は１つに集約し、住民票、所得・納税証明発行等

の窓口業務を公民館やコンビニでできるようにする。

公民館機能を充実し、行政窓口機能、防災拠点、高齢

者の集いの場などにする。

公共施設の利用はオンライン予約を可能とする。

小中学校の統廃合を進め、将来的には小学校は旧町に

１校、中学校は町に１校とし、学童などを組み込む。

産業や観光施設は民間に任せる。

加悦地域 令和３年１２月８日開催

地域公民館を拠点に保健・医療、高齢者、子育てなど

の各種サービスを受けられるよう集約。

民間運営は現実的には不可能と考えられるため、職員

派遣などの行政支援によりサービス低下を抑止しつ

つ、旧町単位や町全域にある同機能施設を統廃合。

図書館、スポーツ施設、大きな集会所は、利便性向上

を前提とし全町域で１つの施設に集約。

いきなり民間直営施設とするのは困難であるため、将

来的な展望として民間直営に切り替えていく。指定管

理施設として施設を維持管理をし、一定期間内に民間

直営に変更。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

庁舎は１つにして、スーパーやコンビニなど人が集い

やすい場所にも行政窓口を設置。

子育て関連や幼児が遊べる小さな公園は近くにあった

方がよい。

民間や NPO の協働により地区公民館を運営し、防災

拠点や小規模な文化・芸術の場としても活用。

高齢者関連施設など送迎を伴うサービスは旧町単位で

よい。

図書館を１つにする。オンライン予約も可能とし、公

民館やスーパーなど複数箇所に受け取りの場を設置。

庁舎やスーパー、公民館など足を運びやすい場所で、

買い物・ATM など日常に利用するサービスを複合化。

ナイターは２ヵ所に集約し、操法訓練などは日程を調

整し順番に使用。

■

■

■

■

■

■

■

旧町単位で子どもの居場所を中心にサービスを複合化

する（子育て支援センター、こども園、小学校、グラ

ウンド、体育館、高齢者の集う場）。

地域の身近な拠点として地区公民館の充実（季節を限

定した学童保育やキッズステーション、おじいちゃん

おばんちゃんがキッチンでお弁当作り）。

図書館は集約して、移動図書館やタクシー活用で貸出

サービスを充実。

庁舎は１つにして出張サービスによる窓口業務の充実

とオンラインの活用。

公園を民間運営にしてグランピングなどに活用。

与謝野駅を拠点としたサービスの集約化。

文化・芸術の発表の場として小規模のものは公民館、

大規模のものは全町域に１つ大規模集会場を利用。

■

■

■

■

音楽ホールや文化・芸術施設は、近隣市町に１つだけ

というような思い切った統合も必要（大きく統合でき

れば利益も出やすく、民間による運営も視野に入って

くると思う）。

庁舎の一本化や図書館の統合を進めるには、各地区に

ある公民館を行政窓口や図書館の窓口に利用。

民間による運営を実現できればメリットは大きいが、

現存する施設で収益を得ることは困難。

少しでも個人情報を扱う施設は、しっかりと行政で運

営してほしい。

》》》各グループの主な意見

野田川地域 令和３年１２月６日開催

■

■

■

■

■

庁舎は町の真ん中に１つ。地区公民館やコンビニで簡

易な交付手続きができるように。

こども園や小学校は旧町単位に１つ。ただし、小学校

にスクールバスは必須。バス運営は民間とし、路線バ

スに乗車するなど日中も無駄にならないように活用。

休校（廃校）となった学校にカフェや図書室、子育て

支援センターなどを兼ね備え、子どもから高齢者の居

場所を確保しながら、民間の力で自由に使ってもらう。

公園やカフェの併設など、民間や地元の力で与謝野駅

を居場所の１つに。

グラウンドや体育館は旧町単位で。休校（廃校）となっ

た学校のグラウンドは活用できても、体育館は小さい

ので代替にならない。

　
こ
れ
ま
で
の
会
議
で
「
利
用
圏
域
」

「
集
約
と
複
合
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を

出
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
公
共
施
設
の

あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
は
、
町
内
を

移
動
す
る
た
め
の
公
共
交
通
の
利
便
性

の
向
上
が
不
可
欠
と
の
意
見
が
多
数

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
企
画
財
政
課
か

ら
「
人
口
減
少
時
代
の
新
し
い
地
域
公

共
交
通
の
検
討
に
係
る
実
証
実
験
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
実

証
実
験
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
通
常
の
路
線
バ
ス

の
よ
う
な
定
時
・
定
路
線
の
運
行
で
は

な
く
、
利
用
者
が
あ
る
場
合
に
の
み
タ

ク
シ
ー
を
走
ら
せ
る
、
す
な
わ
ち
『
需

要
』
に
応
じ
て
経
路
や
運
行
時
間
を
変

え
て
車
両
を
運
行
す
る
「
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
を
野
田
川
地
域
で
実
証
実
験
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
幹

線
を
丹
海
バ
ス
、
地
域
内
を
乗
合
タ
ク

シ
ー
が
担
う
こ
と
で
、
利
便
性
の
高
い

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
す
足
が

か
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
過
去
２
回
に
わ
た
り
意
見

交
換
や
整
理
し
た
内
容
と
、
加
悦
地

域
・
岩
滝
地
域
・
野
田
川
地
域
の
す
べ

て
の
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
た
全
体

会
（
令
和
３
年
11
月
21
日
開
催
）
に
お

い
て
、「
ま
ち
に
１
つ
あ
っ
た
ら
良
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
）
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
出
た
意
見
を
参
考
に
、再
度
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
利
用
圏
域
」、「
施

設
の
集
約
、
機
能
の
複
合
化
」
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
誰
が
行
う
と

よ
い
か
に
つ
い
て
、「
Ａ
／
行
政
で
運

営
（
直
営
）」、「
Ｂ
／
民
間
や
住
民
団

体
と
協
力
（
協
働
）」、「
Ｃ
／
民
間
や

町
民
団
体
に
任
せ
る
（
民
間
直
営
）」、

「
Ｄ
／
そ
の
他
」
に
仕
分
け
す
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の
会
議
と
同
様
に
、

他
の
グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
新
た
な

気
付
き
か
ら
話
し
合
い
を
進
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
意
見
整
理
ま
で
行

い
ま
し
た
。
各
地
域
・
グ
ル
ー
プ
で
整

理
し
た
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

よさの地域デザイン会
議
、
お
お
づ
め

年齢、性別、居住地区、肩書などが異なる多様な住民に参加いただき、持続可能なまちづく

りにおける公共サービスのあり方について、住民の方々との対話により多彩なアイデアや提

案を収集する「よさの地域デザイン会議」。今月号では、「第３回地域別会議」の様子をお伝

えします。いよいよ意見の整理に向けてラストスパートです。

》》》各グループの主な意見
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与謝野町

地 域 包括 支援センター
ほ

か つう

問　福祉課 ☎ 43-9021

包括的・継続的
ケアマネジメント

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
・
介
護
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
窓
口
で
す
。
今
月
は
、

支
援
内
容
の
一
つ
「
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
尊
厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
師
、
薬
剤

師
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
職
、
介
護
支
援

専
門
員
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

保
健
師
の
専
門
職
を
交
え
た
多
職
種
の
視

点
か
ら
事
例
の
検
討
・
提
案
を
行
い
、
高

齢
者
の
課
題
解
決
や
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
地
域

ケ
ア
個
別
会
議
」
と
「
地
域
ケ
ア
推
進
会

議
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

１
／
地
域
ケ
ア
個
別
会
議

　
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
で
支
援
へ
の
課
題

に
挙
が
っ
た
内
容
の
多
く
は
、

■ 

本
人
、
家
族
が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

望
ま
れ
ず
、
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い

■ 

独
居
高
齢
者
の
支
援
に
お
い
て
、
家

族
が
遠
方
に
住
む
等
の
理
由
に
よ
り
協
力

が
得
ら
れ
ず
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い

と
い
っ
た
内
容
で

す
。
こ
の
背
景
に

は
、
高
齢
者
単
身

世
帯
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

家
族
の
介
護
力
が

弱
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
地
域
の
高
齢
者

を
家
族
や
介
護
保
険
制
度
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
で
見
守
る
と
い
う
体
制
づ
く
り

が
重
要
に
な
る
と
、
会
議
で
共
有
し
て
い

ま
す
。

２
／
地
域
ケ
ア
推
進
会
議

　
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
課
題
を
医
療
、
介
護
の
専
門
職
を
は
じ

め
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
と
共
有
し
な

が
ら
地
域
づ
く
り
や
地
域
の
資
源
開
発
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
く
会
議
で
す
。
地
域
の

関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
行

い
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
な
ど
を
幅
広
く

活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
高
齢
者

の
生
活
を
総
合
的
に
支
え
る
仕
組
み
作
り

を
担
い
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
を
８

回
、
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
を
２
回
開
催
予

定
と
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
活
用
し
、
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
高
齢
者
が
こ

れ
か
ら
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

高齢者のみの世帯が増加し家族の介護力が弱くなりつつある中、

地域で高齢者を見守る体制づくりが重要

地域ケア個別会議の様子

Close UpClose Up

ご存知ですか？

毎朝８時から健康体操などの番組を放送しています

　CATV センターでは、コロナ禍で外出する機会が減少し

ている中、運動不足解消や認知症予防向けの体操番組などを

放送しています。

　番組では、国保診療所の理学療法士による体操のほか、町

内の団体から提供を受けた体操なども放映しています。どの

体操も自宅で簡単にできる内容となっていますので、ご覧い

ただき、運動不足解消、認知症予防に取り組んでみてはいか

がでしょうか。

■ 放送日時　毎日　午前８時～９時 理学療法士による体操番組の様子

よさの地域デザイン会議委員でなく

ても、本件についてご意見などを受

け付けています。いただいたご意見

などは、よさの地域デザイン会議で

共有します。

受
付
方
法

住所・氏名・年齢・性別をご記入いただき以下のい

ずれかの方法で、企画財政課までお届けください。

【メール】kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp
【ファックス】４６-２８５１

【郵送】〒６２９-２２９２　与謝野町字岩滝１７９８番地１

町
公
式
Ｈ
Ｐ

（
デ
ザ
イ
ン
会
議
ペ
ー
ジ
）

■

■

■

■

■

■

行政窓口の集約（オンライン申請、出張相談などでフォ

ローアップ）。

民間の力も活用した地区公民館の充実（役場窓口の出

張所、高齢者や子どもの集まる場所などサービスの複

合化）。

小中学校は将来的に集約（町内の子どもが極端に減少

した場合）。

民間の力も活用した文化的施設の複合化。

阿蘇シーサイドパークに道の駅やカフェなどの商業施

設を複合化（公設民営）。

全体を通じて個人情報を扱うサービス以外の部分につ

いては、民間の力を活用していく余地がある。

■

■

■

■

■

■

■

庁舎の一本化（窓口に係るコストを削減。サービスを

下げないようコンビニやオンラインを活用）。

総合的な複合施設の設置（図書館や子育て支援セン

ターなどを集約し、集客が見込める利便性のよい施設

へ）。

医療関係施設の集約。

小中学校の集約（子どもの人口が減少した場合）。

就学前施設の民営化（旧町で各１施設へ）。

子どもの居場所づくり（公園を大きさにわけて活用方

法を見直す）。

人口増加を目指す（施設の統廃合や合理化と並行して、

人口増加のための取り組みを実施）。

岩滝地域 令和３年１２月１０日開催

■

■

■

■

■

行政窓口の利便性の向上 ( コンビニやオンライン等の

活用 )。

交通の利便性の向上（採算の取れそうな地域は民間が

運営、難しい地域は行政が運営）。

防災拠点運営における民間や住民の参入。

多世代間交流施設の充実（公民館等を活用し、高齢者

から子どもまでの世代がコミュニケーションをとれる

だけでなく、働けるような施設にすることで、住民に

とっての居場所兼収入を得られる場所となる )。

学校の図書館の蔵書が古く更新されていない。多世代

間交流施設に機能を統合してはどうか。他にも運動で

きるスペースや公園などもあれば利用者も増える。

■

■

■

■

■

行政窓口は町に１つに集約（行政機能の集約化には地

域交通の利便性の向上と手続きのオンライン化が大前

提）。

行政機能だけでなく、民間の商業施設等との複合的な

施設にするなど、人が集まる施設の整備を進める。

子どもの遊び場や地域コミュニティの拠点は、地域に

残す。

魅力的な施設が点在しており、線でつなぐと新たな価

値が生まれる可能性が大いにある。行政と民間が協働

して、今ある施設に磨きをかけ、人やお金が還流する

仕掛けを作る。

地区公民館に防災拠点や図書館機能などの機能を付

加。

ご意見・ご感想・ご提案は、いつもでもお寄せください

》》》各グループの主な意見
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まちの 話題話題 お届けします

異文化に触れ、多様性の理解を育む
イングリッシュキャンプ２０２１～～ ＹＯＳＡＮＯ 

令和３年１２月１２日、知遊館において「YOSANO 

イングリッシュキャンプ２０２１」が開催されました。

この取り組みは、簡単な英語を使ってコミュニ

ケーションをとりながら異文化を学ぶことを目的と

し、今年で５回目を迎えま

したが、新型コロナウイル

ス感染症の感染防止のため、

昨年度に引き続き宿泊をと

りやめるなど、規模を縮小

しての開催となりました。

当日は、小学生１３人、過

去に参加経験のある中学２年生３人、宮津天橋高校

加悦谷学舎の生徒２人、福知山公立大学１年生１人

が参加。アクティビティとして毎年実施しているナ

ビゲートゲームとじゃんけんゲームに加え、新任の

ＡＬＴに子どもたちが与謝野町のおススメスポット

やイベントを紹介するなど、新企画も多数取り入れ

盛り上がりました。また、アベリスツイスタイムで

は、過去に訪問経験のある大学生からオンラインを

活用し訪問の様子や学んだ

ことを紹介。最後は、ペア

でミニ英会話に挑戦し、子

どもたちは、ジェスチャー

も交えながら頑張って発表

していました。

参加した子どもたちは「英

語を楽しいと感じた」「ＡＬＴの先生と話すことで、

発音も少し上達したと思う」と話してくれ、時間や

条件に限りがある中での開催でしたが、充実した１

日を過ごしました。

● 加悦小学校・加悦谷高校スポーツ交流会

楽しかったスポーツ交流会

　１月１３日、加悦小学校において、加悦谷高校と

のスポーツ交流会が開催されました。この交流会は、

加悦谷高校が町内の小学生に体力づくりを教えなが

ら交流する取り組みとして、平成２９年から行われ

ています。

　交流会には、加悦小学校から４年生４３人、講師

として加悦谷高校から３年生のスポーツアスリート

コース６人が参加。児童は、ランニングや体操の準

備運動、早く走る運動に続き、３組に分かれて①バ

ランスボール、②補強トレーニング、③ラダーのサー

キットトレーニングに挑戦。慣れないトレーニング

に苦戦する児童もいましたが、高校生のおにいさ

ん・おねえさんに教えてもらいながら、最後まで取

り組んでいました。交流会の終わりに児童代表から

「バランスボー

ル を 使 っ た ト

レ ー ニ ン グ を

家 で も や っ て

みたい」と感想

を話し、児童ら

は 高 校 生 た ち

と の 交 流 を 楽

しみました。 高校生と補強トレーニングに取り組む児童

● よさのみらい大学リベラルアーツコース

ストレス社会を生き抜く方法を学ぶ

　 令 和 ３ 年 １２月

２１日、オンライン

でよさのみらい大

学リベラルアーツ

コース講座が開催

されました。

　早稲田大学人間

科学学術院准教授の大
おお

月
つき

友
とむ

准教授を講師に迎え「よ

りよく生きるための心のストレッチ」をテーマに、

楽しく生きるためにはどうしたらよいかなど、心理

学の面から講話。ストレスに負けないためには、耐

えるのではなくいなす心理的柔軟性が大切などと話

されました。講座の最後には、しなやかに考える練

習として、呼吸に意識を向けるやり方を実践され、

受講者も体感しました。

　次回の講座は、２月２０日に開催予定です。詳し

くは２０ページをご覧ください。オンラインで開催された講座の様子

与
謝
野
町
消
防
団
は
、

「
火
災
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を

目
指
し
て
活
動
し
ま
す
。

地
域
の
安
心
と
安
全
を
願
う
「
与
謝

野
町
消
防
団
出
初
式
」
が
１
月
９
日
、

知
遊
館
お
よ
び
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、 

木き

村む
ら

正ま
さ

典の
り

団
長
が「『
火

災
ゼ
ロ
』
の
実
現
の
た
め
、
予
防
消
防

の
徹
底
と
有
事
に
備
え
た
消
防
力
の
強

化
、
消
防
団
組
織
の
充
実
の
た
め
、
今

一
度
消
防
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
訓
示
。
ま
た
、
山や

ま
添ぞ

え
町
長

の
式
辞
で
は
「
引
き
続
き
困
難
な
時
代
、

危
機
管
理
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
時
代

◎ 

京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

　
加か

畑ば
た

　
達た
つ

也や

（
第
５
分
団
／
班
長
）

　
安や
す

田だ

　
善よ
し

則の
り

（
第
７
分
団
／
班
長
）

　
渓た
に

谷や

　
洋よ
う

二じ

（
第
９
分
団
／
班
長
）

◎ 

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

　
宮み
や

立だ
て

　
浩こ
う

治じ

（
第
１
分
団
／
班
長
）

　
四し

宮み
や

　
拓た
く

也や

（
第
２
分
団
／
班
長
）

　
藤ふ
じ

田た

　
眞し
ん

弥や

（
第
２
分
団
／
班
長
）

　
三み

谷た
に

　
浩こ
う

蔵ぞ
う

（
第
３
分
団
／
班
長
）

　
加か

畑ば
た

　
貴た
か

之ゆ
き

（
第
５
分
団
／
班
長
）

　
伊だ

達て

　
豊ゆ
た
か　 

（
第
５
分
団
／
班
長
）

　
白し
ら

数す

　
裕ゆ
う

也や

（
第
６
分
団
／
班
長
）

　
赤あ

か

西に
し

　
貴た
か

雅ま
さ

（
第
６
分
団
／
班
長
）

　
長な

が

島し
ま

　
哲て
つ

郎ろ
う

（
第
６
分
団
／
班
長
）

　
山や

ま

﨑ざ
き

　
直な
お

哉や

（
第
８
分
団
／
班
長
）

　
※ 

括
弧
内
は
、
所
属
と
階
級表彰を受ける団員

に
お
い
て
、
与
謝
野
町
消
防
団
の
皆
様

の
享
受
の
も
と
に
、
住
民
の
皆
様
方
の

安
心
と
安
全
を
共
に
守
り
抜
い
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
功
績
者
や
優
良
団
員
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
団
員
ら
は
、
恒
例
と

な
っ
た
「
分
列
行
進
」
と
「
一
斉
放
水
」

を
披
露
。
色
と
り
ど
り
の
放
水
に
、
地

域
の
今
年
一
年
間
の
安
心
と
安
全
を
誓

い
ま
し
た
。

▼ 

表
彰
者
の
皆
さ
ん
（
一
部
抜
粋
・
敬
称
略
） 

◎ 

京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

　
藤ふ
じ

原わ
ら

　
則の
り

裕ひ
ろ

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

◎ 

京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

　
糸い
と

井い

　
康や
す

博ひ
ろ

（
第
３
分
団
／
分
団
長
）

　
吉よ
し

岡お
か

　
敦あ
つ

文ふ
み

（
第
７
分
団
／
分
団
長
）

◎ 

京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

　
堀ほ
り

尾お

　
知と
も

弘ひ
ろ

（
第
４
分
団
／
分
団
長
）

　
市い
ち

田だ

　
雅ま
さ

哉や

（
第
６
分
団
／
分
団
長
）

　
楠く
す
の
き　
泰や
す

彦ひ
こ

　 

（
第
８
分
団
／
分
団
長
）

　
土ど
い

井い

　
陽よ
う

一い
ち

（
第
９
分
団
／
分
団
長
）

　
小お

田だ

　
俊と
し

規き

（
第

 
分
団
／
分
団
長
）

◎ 

両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

　
能の

勢せ

　
淳あ
つ
し　 

（
第
１
分
団
／
部
長
）

　
松ま

つ

井い

　
陽よ
う

一い
ち

（
第
２
分
団
／
部
長
）

　
大お

お

隅す
み

　
信の
ぶ

善よ
し

（
第
５
分
団
／
部
長
）

　
梅う

め

田だ

　
聡さ
と

史し

（
第
８
分
団
／
部
長
）

　
太お

お

田た

　
真し
ん

哉や

（
第
４
分
団
／
班
長
）

　
加か

畑ば
た

　
達た
つ

也や

（
第
５
分
団
／
班
長
）

　
江え

原ば
ら

　
嘉よ
し

行ゆ
き

（
第
７
分
団
／
班
長
）

　
小こ

西に
し

　
隆た
か

博ひ
ろ

（
第
９
分
団
／
班
長
）

　
石い
し

本も
と

　
周し
ゅ
う
さ
く
作
（
第
９
分
団
／
班
長
）

　
井い
の

上う
え

　
公き
み

章あ
き

（
第

 
分
団
／
班
長
）

1010

与謝野町消防団 出初式

～ 地域の安心安全を願って ～

15　広報よさの FEBRUARY 2022 14



A L T リレーコラム ［ 第 122 回　雪の「毛布」　by ビグランド・エリック ］	 COLUMN

皆
さん、こんにちは。初めまして、加悦中学

校ALTのエリックと申します。

　与謝野町に来て初めての冬、日本に来る前は、湿

度が高く暑い夏を覚悟していましたが、冬の雪に対

する忍耐力も試されるとは思いもよりませんでした。

私の故郷であるアメリカの

オレゴン州セーラムは、与

謝野町と比べると温暖な気

候のため雪は珍しく、雪が

降ると街を「雪の毛布」が

覆う、美しい光景を見るこ

とが私のひそかな楽しみで

した。

　子どものころに雪で遊ん

だこと、暖炉と焼きたての

クッキーなど、雪は幸せな記憶を思い起こす暖かい

「毛布」のような存在です。なので、雪に対する感

情は、与謝野町の人たちとはかなり異なるかもしれ

ません。与謝野町の「毛布」はとても重く、冷たく、

雪の中を車で走ると常に緊張し、まるで戦場の中に

いるようです。

　私の地元では、雪が多い年でも６～８㎝しか積も

りませんが、まちが除雪機を保有していないため、

雪の日の多くは学校や仕事が休みになります。一

方、与謝野町ではその１０倍もの雪が積もっていて

も、早起きして雪かきをし

て、仕事に行かなければな

りません。雪との格闘はと

ても困難ですが、地域のみ

んなが安全に過ごせるよう

に助け合って雪かきをして

いる光景はとても印象的で、

雪かきの後には何か大きな

ことをやり遂げた気分にな

りました。

　達成感を得た１日の終わりには、温かいお風呂が

身体を癒してくれます。しかし、今夜の天気予報は

…雪！　皆さんもいつもより早めの目覚まし時計の

セットをお忘れなく。

与謝野町の雪に「安らぎ」はありません、、、

時の贈り物［ 第119回　駆け抜ける虎の屏風 ]	

　
ち
り
め
ん
街
道
に
あ
る
「
旧
尾

藤
家
住
宅
」
の
蔵
に
残
さ
れ
て
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
絵
画
の
中
か
ら

干
支
に
ち
な
ん
で
、
江
戸
時
代

の
京
都
で
活
躍
し
た
画
家
岸が

ん

駒く

（
１
７
４
９
～
１
８
３
９
）
が
描

い
た
六
曲
屏
風
「
咆ほ

う

虎こ

図ず

」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
岸
駒
は
、
岸き

し

派は

の
創
始
者
と

な
っ
た
画
家
で
虎
を
得
意
と
し
、

岸
駒
以
降
、
虎
図
は
岸
派
代
々
の

お
家
芸
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
図

は
、
雲
間
か
ら
顔
を
出
す
龍
を
描

く
「
雲
龍
図
」
と
対
に
な
り
六
曲

一
双
屏
風
「
雲
龍
・
咆
虎
図
」
の

向
か
っ
て
左
半
分
を
構
成
し
ま

す
。
雲
龍
図
に
は
、
天
保
９
年

（
１
８
３
９
）の
年
紀
と「
九
十
翁
」

の
記
述
が
あ
り
、
最
晩
年
に
お
い

て
も
龍
虎
の
大
作
を
手
が
け
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
龍
に
向
っ
て
口
を
大
き
く
開
き

咆
え
声
を
あ
げ
る
虎
は
、
後
肢
や

尾
が
中
空
に
伸
び
切
っ
て
お
り
、

今
ま
さ
に
岩
山
を
駈
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
墨
の
濃
淡
を
活
か
し

と
り
わ
け
濃
く
描
か
れ
た
縞
模
様

の
筆
遣
い
が
力
強
く
、
荒
々
し
さ

を
表
現
し
な
が
ら
左
足
裏
の
肉
球

を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お

か
し
み
も
感
じ
さ
せ
、
咆
え
れ
ば

風
を
生
み
山
を
駈
け
る
勢
い
を
増

す
と
言
わ
れ
た
虎
の
躍
動
感
を
描

き
出
し
て
い
ま
す
。

　
岸
駒
の
虎
の
襖
絵
は
、
江
山
文

庫
で
開
催
中
の
屏
風
を
特
集
し
た

企
画
展
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

岸
駒
筆
「
咆
虎
図
」

天
保
９
年(

１
８
３
９)

紙
本
墨
画
　
六
曲
屏
風

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087

●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

ご当地グルメ 気軽に旅行ができるようになる日を待ちながら、おうちで読書を通じて日本各地
の名産を味わうというのはいかがでしょうか？

一般書  ●『ボクもたまにはがんになる

』三谷幸喜／幻冬舎 ●『デジタル遺品

の探しかた・しまいかた、残しかた＋

隠しかた』伊勢田篤史／日本加除出版  

●『まるありがとう』養老孟司／西日本出版社 

今月の
新着図書

児童書  ●『さわるたんけんたい』仲谷正史／福音

館書店 ●『北条義時』加来耕三／ポプラ社 ●『お

にのパンツ』長谷川義史／フレーベル館 ●『ドラ

えもん探究ワールド心の不思議』藤子・Ｆ・不二雄

／小学館 ●『キリン解剖記』郡司芽久／ナツメ社

『地理女子が教えるご当地グルメの地理学』

　  　 尾形希莉子・長谷川直子／ベレ出版

石狩鍋やふなずしなど、

名前を聞いただけで地域

が分かるご当地グルメ

は、なぜそこで生まれた

のか？　４７都道府県を

代表するご当地グルメの

成り立ちを気候や地勢と

いった地理学の観点から

解説した１冊。

『全国神社味詣　幸せをよぶ参道グルメガイド』　 

 　 松本滋／丸善出版

神社へのお参りのあとに

食べ物をいただくこと

で、神様からの「御
ご

神
しん

徳
とく

（おかげ）」をいただくと

いう考え方があるそうで

す。全国の神社６３社の

参拝に欠かせない ､ 時代

を超えて愛される味を紹

介した１冊 ｡

『県民ごはん、作ってみました！』

　  　 もぐら／大和出版

引きこもりを自称する著

者が、出かけなくてもご

当地グルメが食べたい

と、レシピはあれど「テ

キトー」に自分で作って

みたコミックエッセイ。

料理の腕に自信がなくて

も気楽にチャレンジでき

そうな気持ちになれる１

冊。

『にっぽんのおにぎり 写真絵本おにぎり風土記』　 

 　 白央篤司／理論社

約２０００年前の化石

からも発見されたおに

ぎりは、私たちにとっ

て身近な食べ物。それ

を各地方で昔から作ら

れていたり、特産品で

アレンジしたものを、

地図と写真で紹介して

おり、見るだけでお腹

がすく絵本。

Information 臨時休館のお知らせ

蔵書点検のため、次のとおり臨時休館します。

【休館期間】

本 館　２月８日（火）～１１日（祝）の４日間

野田川分室　２月１６日（水）、１７日（木）の２日間

加 悦 分 室　３月１日（火）、２日（水）の２日間

江山文庫読書会
「おとくの奉公ぶり」

■ 日時　２月25日（金）
　　　　午後１時30分～３時

※ 毎月第４金曜日

問　江山文庫 ☎ 43-2180

図書館の最新情報は
ホームページから
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民生児童委員協議会では、民生児童委員だよりをとおし

て各委員の活動をお知らせしています。今回は、子ども

の体験・交流事業の報告や、委員の活動への思いを紹介

します。

民生委員 ･ 児童委員は

身 近 な 相 談 相 手 で す

民 生 児 童 委 員 だ よ り

あ
り
が
と
う
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
て

野
田
川
支
部
　
　
阿あ

路じ

川が
わ

　
正ま

さ

和か
ず

　
与
謝
野
町
に
は
67
人
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
（
主
任
児
童
委
員
６
人
含
む
）
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
主
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
へ
の
家
庭
訪
問
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
の

見
守
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
関
係
機
関
に
つ
な

ぐ
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
担
当
す
る
岩
屋
地
区
は
、
５
０
０
軒

余
り
の
小
さ
な
集
落
で
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
み
、
学
校
の
統
合
も
行
わ
れ
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。
８
年
前
の
夏
、
地
元

の
区
長
さ
ん
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
依

頼
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
仕
事
に
か
ま

け
て
地
域
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
退
職
を
機
会
に
何
か
地

域
に
役
立
ち
た
い
と
思
い
引
き
受
け
ま
し

た
。
当
時
、
私
の
担
当
地
区
に
は
、
見
守
り

対
象
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
11
人
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
い
方
ば
か
り
で
し
た
。
で
す
か
ら
で

き
る
だ
け
家
庭
訪
問
の
機
会
を
持
ち
、
世
間

話
や
子
ど
も
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
話
を
し
な

が
ら
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
ま
し

た
。
年
数
を
重
ね
る
と
と
も
に
顔
な
じ
み
に

な
り
、
何
で
も
言
い
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
い
つ
し
か
家

庭
訪
問
の
終
わ
り
に
は
、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
報
酬
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
の
先
達
で
あ

る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
方
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
く
、
私
が
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
支
え

て
い
る
よ
う
で
、
実
は
私
が
高
齢
者
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
６
年
前
に
地
元
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、

岩
屋
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
市
場
地
区
の

子
ど
も
た
ち
と
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
私
は
毎

朝
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
校
ま
で
歩
い
て

行
き
ま
す
。
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
地
域
の

方
々
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
登
校
す
る
中

学
生
に
も
声
を
か
け
な
が
ら
学
校
へ
行
き
ま

す
。
毎
朝
校
長
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
か
ら

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
が
学
校
と
の
良

好
な
関
係
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
岩
屋

の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て

い
た
だ
く
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
や
学
校
の
皆
さ
ん
の「
あ
り
が
と
う
」

の
声
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

の
活
動
は
、
派
手
で
目
立
つ
よ
う
な
も
の
で

な
く
、
日
ご
ろ
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
継
続

し
て
き
た
も
の
で
す
。「
継
続
は
力
な
り
」

と
言
い
ま
す
が
、
身
体
が
続
く
限
り
、
人
と

人
、
人
と
地
域
、
人
と
制
度
や
機
関
を
つ
な

ぐ
活
動
が
続
け
ら
れ
、
支
え
支
え
ら
れ
て
の

関
係
が
築
け
た
ら
私
自
身
も
幸
せ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
た
こ
と

（
令
和
３
年
８
月
児
童
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
）

加
悦
支
部
　
東と

う

垣が
き

　
惠け
い

子こ

　
加
悦
支
部
で
は
、
４
年
前
か
ら
加
悦
地

域
公
民
館
事
業
で
あ
る
「
夏
休
み
体
験
教

室
」
と
協
働
で
、
児
童
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
ま
っ
た
く
活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
方
法
は
な
い

か
探
り
な
が
ら
児
童
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
加

悦
双
峰
公
園
で
あ
そ
ぼ
う
」
の
計
画
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
年
と
は
違
い
３

密
に
配
慮
し
た
内
容
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
し
た
。
そ
こ
で
、
参
加
児
童
を
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
（
山
登
り
と
ゲ
ー
ム
チ
ー

ム
）、
１
時
間
程
度
で
交
代
す
る
計
画
に
し

ま
し
た
。
山
登
り
は
、
自
然
公
園
指
導
員
の

青あ
お

木き

順じ
ゅ
ん
い
ち

一
さ
ん
に
大
江
山
の
魅
力
、
植
生
、

鬼
伝
説
等
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

赤
石
ヶ
岳
入
り
口
の
尾
根
ま
で
登
り
ま
し

た
。
加
悦
の
町
並
み
や
福
知
山
市
を
見
下
ろ

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
加
悦
小
学
校
の
校

歌
を
歌
っ
て
く
れ
、
山
々
に
響
き
わ
た
る
歌

声
に
感
激
し
上
り
の
辛
さ
も
忘
れ
て
尾
根
を

後
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、ゲ
ー
ム
で
は
、チ
ー

ム
ご
と
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
め
る
よ
う

に
３
種
類
考
え
ま
し
た
。
中
で
も
、
山
の
公

園
な
ら
で
は
の
坂
を
利
用
し
た
大
型
サ
イ
コ

ロ
転
が
し
ゲ
ー
ム
は
大
好
評
で
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
ち
な
み
委
員
手
作
り
の

メ
ダ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、「
山
登
り
で
大
江
山
の
こ
と

を
詳
し
く
学
べ
て
よ
か
っ
た
」「
ど
の
ゲ
ー

ム
も
楽
し
か
っ
た
」「
み
ん
な
と
仲
良
く
な

れ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
民
生
児
童
委

員
一
同
も
多
く
の
笑
顔
や
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
繰
り

返
さ
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
自
粛
疲
れ
が
出

て
い
る
中
で
、
児
童
が
故
郷
の
山
に
愛
着
が

持
て
る
取
り
組
み
が
で
き
た
こ
と
、
異
年
齢

交
流
や
地
域
交
流
が
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
と
お
し
て
、
何
度

も
話
し
合
い
や
作
業
を
す
る
こ
と
で
委
員
同

士
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
高
ま
り
も
感
じ
ま
し

た
。
民
生
児
童
委
員
は
、
身
近
な
「
地
域
の

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
」
と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
い
見
守
り
続
け
て
い
け
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
　
　

岩
滝
支
部
　
千せ

ん

賀が

　
和か
ず

樹き

　
１
人
の
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
日
々
の
安

心
安
全
を
見
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な
展
望
も
視

野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
昨
今
、
地
域
共
生
社
会
の
確
立
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
、
異
な
っ
た
世
代
の
交
流
を
強
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
お
年
寄
り
た
ち

の
手
助
け
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
し
ま

す
。
そ
し
て
、
お
年
寄
り
か
ら
「
あ
り
が
と

う
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
た
ら
、
人
を
助
け
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
充
実
感
と
役
に
立
っ
た
こ

と
で
自
分
た
ち
の
価
値
を
知
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、お
年
寄
り
か
ら
生
活
の
知
恵
、

囲
碁
や
将
棋
な
ど
を
教
わ
る
機
会
が
あ
れ

ば
、
相
手
の
知
識
や
才
能
を
尊
敬
す
る
気
持

ち
が
芽
生
え
、
他
人
を
大
切
に
思
う
心
が
育

ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ
る
小
学
校
で
は
、
か

つ
て
は
暴
力
が
絶
え
ず
荒
れ
た
学
校
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
転
勤
し
て
き

た
先
生
が
「
命
の
教
育
」
と
し
て
、
生
き
物

の
命
の
大
切
さ
を
教
え
、
同
級
生
同
士
で
お

互
い
を
誉
め
あ
う
と
い
う
授
業
を
続
け
た
と

こ
ろ
、
相
手
の
長
所
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る

習
慣
が
身
に
つ
き
、
表
現
力
や
思
考
力
が
向

上
し
た
こ
と
で
学
校
全
体
の
学
力
も
大
幅
に

上
昇
し
た
そ
う
で
す
。
何
よ
り
、
学
校
が
明

る
く
な
っ
た
の
が
一
番
の
成
果
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え
る

と
、
こ
ん
な
こ
と
も
気
に
な
り
ま
す
。
最
近

は
、
完
成
品
が
簡
単
に
手
に
入
る
た
め
、
大

人
と
の
共
同
作
業
が
減
り
、
も
の
を
作
る
楽

し
さ
が
味
わ
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
も
の
作

り
の
苦
労
や
大
変
さ
を
学
ぶ
機
会
も
減
り
ま

し
た
。
お
も
ち
ゃ
や
遊
び
道
具
を
家
族
と
一

緒
に
作
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
体
験
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
の
を
作
り
上
げ
る
ま

で
の
過
程
が
わ
か
り
、
も
の
を
大
切
に
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
的
な

も
の
づ
く
り
や
行
事
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り

文
化
や
伝
統
の
継
承
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
分
た
ち
の
住
む
町
に
植
樹
を
し

た
り
、
ご
み
拾
い
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と

も
、
町
の
美
化
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
が
植
え
た
木
を
見
守
り
な
が
ら
、
町

と
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、
郷
土
愛
に
つ
な

が
っ
て
い
く
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
る
と
、
異
な
っ
た

世
代
の
人
た
ち
が
一
緒
に
活
動
し
、
互
い
に

支
え
あ
い
、
尊
重
し
あ
い
、
絆
を
深
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

登下校の見守りの様子（岩屋地区）大江山から山々を見渡す児童たち 児童ふれあいサロンの様子

>>　KEYWORD　民生委員・児童委員

民生委員は、厚生労働大臣から

委嘱され、常に住民の立場に

立って相談に応じ、必要な援助

を行い、社会福祉の増進に努め

る方々であり、「児童委員」を

兼ねています。

児童委員は、地域の子どもたち

が元気に安心して暮らせるよう

に、子どもたちを見守り、子育

ての不安や妊娠中の心配ごとな

どの相談・支援等を行います。
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問　企画財政課 ☎ 43-9015

みんなで進める、みらいの計画づくり
総合計画・後期基本計画策定諮問

　
与
謝
野
町
で
は
、
平
成
30

年
３
月
に
「
第
２
次
与
謝
野

町
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
基
本
構
想

で
与
謝
野
町
が
目
指
す
未
来

像
を
「
人
・
自
然
・
伝
統 

与
謝
野
で
織
り
な
す 

新
た

な
未
来
」
と
定
め
、
未
来
像

を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
に
３
つ
の「
み
」

（
み
ん
な
・
み
ら
い
・
み
え
る
）

を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期

間
が
令
和
４
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
12

月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
総
合

計
画
審
議
会
に
お
い
て
、
山

添
町
長
か
ら
岡お

か

田だ

三み

栄え

子こ

会

長
に
「
第
２
次
与
謝
野
町
総

合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
諮
問
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
学
識
経
験

者
、
有
識
者
、
公
募
委
員
等

で
構
成
す
る
総
合
計
画
審
議

会
に
よ
り
前
期
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
や
課
題
の
把
握
・

分
析
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
前
期
基
本
計
画
の
策
定

時
に
引
き
続
き
、
広
く
町
民

の
意
見
を
聴
く
機
会
が
設
け

ら
れ
、
基
本
計
画
案
に
反
映

し
た
上
で
、
令
和
４
年
中
に

町
長
に
答
申
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
「
第
２
次
与
謝
野

町
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計

画
」
を
12
月
定
例
会
に
提
案

し
、
令
和
４
年
度
内
の
策
定

を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、「
第
２
次
与
謝
野

町
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計

画
」の
内
容
は
、町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧

い
た
だ
け

ま
す
。

山
添
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け
る

岡
田
会
長

町公式ＨＰ

問　企画財政課 ☎ 43-9015

よさのみらいトークではじめるまちづくり
町民参加型合意形成プラットフォーム運用開始

　
与
謝
野
町
で
は
、
第
２
次
与
謝
野

町
総
合
計
画
に
お
い
て
「
住
民
が
主

人
公
と
な
る
ま
ち
」の
実
現
を
掲
げ
、

住
民
と
行
政
と
の
対
話
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
与
謝
野
町
に
住
む
人
や

出
身
者
、応
援
し
て
く
れ
る
人
な
ど
、

多
様
な
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
「
よ
さ
の
み

ら
い
ト
ー
ク
※
１
」
の
運
用
を
令
和

３
年
12
月
に
開
始
し
ま
し
た
。

　
運
用
に
先
立
ち
、
令
和
３
年
11
月

に
は
職
員
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、12
月
か
ら
実
施
す
る「
町

の
花
木
の
普
及
啓
発
お
よ
び
活
用
方

法
の
ア
イ
デ
ア
募
集
」
に
活
用
す
る

こ
と
を
決
定
。
１
月
20
日
に
は
「
関

係
人
口
と
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、「
ま
ち
に
関
わ
る
方
々

が
気
軽
に
話
せ
る『
ま
ち
の
掲
示
板
』

の
よ
う
な
使
い
方
も
で
き
る
の
で

は
」「
こ
の
場
で
話
さ
れ
た
こ
と
を

印
刷
し
て
伝
え
る
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ

で
の
共
有
も
必
要
」
な
ど
と
参
加
者

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
後
も「
よ
さ
の
み
ら
い
ト
ー
ク
」

を
活
用
し
た
対
話
の
場
を
企
画
し
て

い
く
計
画
で
す
。
参
加
登
録
※
２
を

お
願
い
し
ま
す
。

関係人口ワークショップに参加された皆さん

※ 

１
　
よ
さ
の
み
ら
い
ト
ー
ク

　
よ
さ
の
み
ら
い
ト
ー
ク
は
、「D

ecidim

（
デ
シ
デ
ィ

ム
）」
と
い
う
住
民
参
加
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。デ
シ
デ
ィ
ム
は
、

「
我
々
で
決
め
る
」
を
意
味
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
、

２
０
１
６
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
誕
生
し
た

市
民
参
加
型
合
意
形
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
現
在

で
は
、世
界
各
地
で
１
８
０
以
上
の
組
織
、32
万
ユ
ー
ザ
ー

が
活
用
、
１
６
０
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
10
月
の
兵
庫
県
加

古
川
市
へ
の
導
入
を
皮
切
り
に
、国
・
自
治
体
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
は
じ
め
、
民
間
の
取
り
組
み
で
も
活
用
さ
れ
始
め

て
い
ま
す
。
自
治
体
で
の
導
入
は
与
謝
野
町
で
７
例
目
と

な
り
ま
す
。

※ 

２
　
参
加
登
録
方
法

　
よ
さ
の
み
ら
い
ト
ー
ク
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、
議

論
に
参
加
し
た
り
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
ロ
グ
イ
ン
し
な
く

て
も
、
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
は
可
能

で
す
）。
参
加
す
る
た
め
の
手

順
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

デシディムＨＰ
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問 　総務課 ☎ 43-9010

入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

12/23 町営矢倉団地５・６号解体等工事 三河内地内 １０者 株式会社山添電気 2,650 2,371 2,374 89.58 R3/12/28
～ R4/3/10

12/23 男山第１水源浚渫工事 男山地内 ８者 山城建設株式会社 14,058 12,672 12,672 90.14 R3/12/29
～ R4/3/15

12/23 町道黄金線配水管布設替工事 弓木地内 ２者 株式会社三野工務店 8,760 7,675 7,675 87.61 R3/12/29
～ R4/3/15

12 月入札結果

問　社会教育課 ☎ 43-9026

新規に２件を与謝野町指定文化財に指定

与謝野町教育委員会では、令和３年１２月２日付けで、新規に２件を与謝野町指定文化財に指定しました。

■ 数量　本殿１棟、宮殿１棟、棟札５枚

■ 類型　有形文化財（建造物）

■ 場所　与謝野町岩屋　

■ 形態　切妻造、平入、銅板葺

■ 評価　本物件は、文化６年（1809）・同８年（1811）に宮津城内に建築

された宮津藩本庄家の初代藩主資
すけ

昌
まさ

をまつった昌
しょうこく

国神社を明治４年（1871）

に移築したものです。本殿は、東面し、前面に切妻造で妻
つま

入
いり

の拝所が付き

浜
はま

縁
えん

をつくります。この切妻造の本殿に拝所を付す社殿の類型の事例は、

丹後では籠神社本殿〔弘化２年（1845）、宮津市〕、同摂社真
ま

名
な

井
い

神社本殿

〔天保３年（1832）〕等があります。宮津城関係の建築物としては、京極家

時代の本丸玄関を移築した愛
あ

宕
たご

神社拝殿（後野）、太鼓門を移築した宮津

小学校正門があります。現存する数少ない宮津城関係遺構として歴史的価値の高いものです。また、明治時

代の国家神道黎明期の当地域の氏神のあり方を示すものとしても価値の高いものです。

阿知江 部神社の本殿・宮殿・棟札

■ 数量　１基

■ 類型　有形文化財（彫刻）

■ 場所　与謝野町金屋

■ 形態　一石造り

■ 評価　本物件は、三縁寺墓地内にある石造六地蔵像（一石六地蔵像）で、

地元の花
か

崗
こう

岩で作られたと想定されます。現高 111.8 ㎝（地中埋没部分あり）、

最大幅 86.5 ㎝、基部の幅 77.5 ㎝、厚さ 18.9 ㎝を測るやや幅広の舟形光背状

に加工した石材の表面中ほどを方形に彫りくぼめて、その中に６体の地蔵立

像を浮き彫りにしたものです。地蔵立像はすべてほぼ同じ法量で、像高は約

30.5 ㎝、肩幅約 11.0 ㎝です。地蔵菩薩は、救いの仏であり、六道（地獄・餓

鬼・畜生・修羅・人間・天上）で苦しむすべての人々を救うとされています。

本物件は、中世末期の石造六地蔵像と推測され、当地域における六地蔵信仰

の初期のあり方を示すものとして歴史的価値も高いものです。
三縁寺墓地の石造六地蔵像

三
さん

縁
えん

寺
じ

墓地の石造六地蔵像 問　住民環境課 ☎ 43-9030

４人の委員が委嘱されました
人権擁護委員

　
令
和
４
年
１
月
１
日
付
け
で
人
権
擁

護
委
員
に
瀬せ

堂ど
う

久ひ
さ

雄お

さ
ん
（
石
川
）
が

再
委
嘱
、
後ご

藤と
う

公こ
う

一い
ち

さ
ん
（
三
河
内
）、

大お
お

槻つ
き

喜よ
し

宏ひ
ろ

さ
ん
（
弓
木
）、
永な
が

野の

明あ
け

美み

さ
ん
（
男
山
）
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

で
す
。
法
務
局
と
連
携
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
や
人
権
侵
害
の
被
害
者

の
救
済
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は

３
年
で
、
現
在
、
与
謝
野
町
で
は
11
人

の
委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
じ

め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の

他
人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
常
設
相
談
所
》

場
所
　
京
都
地
方
法
務
局
宮
津
支
局

日
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
予
定

（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）　
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

問
　
☎
０
７
７
２
・
２
２
・
２
５
６
１

《
電
話
相
談
窓
口
（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）
》

時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※ 

土
日
祝
日
を
除
く

問
　
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

法務大臣から感謝状が贈られました法務大臣から感謝状が贈られました

　令和３年１２月で退任された増
ます

田
だ

明
あけ

美
み

さん（三河内）、

大
おお

江
え

明
あき

子
こ

さん（石田）、大
おお

江
え

良
りょういち

一さん（男山）に法務大臣

感謝状が贈られました。増田明美さんは平成２４年１０月

から、大江明子さんと大江良一さんは平成２７年１０月か

ら人権擁護委員として活動をされ、人権意識の高揚と人権

擁護行政に尽力された長年の功績に対して、感謝状が贈ら

れました。長年のご尽力に心から感謝申し上げます。

《
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
紹
介
》

瀬堂委員（再）

永野委員（新） 後藤委員（新）

大槻委員（新）

問　農林課 ☎ 43-9023

農業と環境の持続的な調和に向けて
木徳神糧株式会社と協定締結

　
令
和
３
年
12
月
14
日
、

木
徳
神
糧
株
式
会
社
（
本

社
／
東
京
都
千
代
田
区
）

と
「
環
境
を
意
識
し
た
農

業
振
興
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
と
木
徳
神
糧

株
式
会
社
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
減
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

包
装
に
よ
る
与
謝
野
町
産

米
「
無
洗
米
特
別
栽
培
米

京
都
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
商
品
化
、
与
謝
野
町
が

製
造
・
販
売
し
て
い
る
有

機
質
肥
料「
京
の
豆
っ
こ
」

の
原
材
料
の
供
給
な
ど
、

か
ね
て
か
ら
の
協
力
体
制

が
あ
り
、
今
回
の
協
定
で

よ
り
そ
の
つ
な
が
り
を
強

固
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
木
徳
神
糧
株
式
会
社

は
、「
事
業
が
豊
か
な
自

然
環
境
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

自
然
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
企
業
活
動
が
環
境
に

与
え
る
影
響
を
考
え
、
事

業
と
環
境
の
持
続
的
な
調

和
を
目
指
す
」
こ
と
を
環

境
理
念
と
し
、
環
境
負
荷

の
低
減
や
食
品
ロ
ス
の
削

減
を
図
り
社
会
へ
貢
献
で

き
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
公

共
団
体
と
連
携
協
定
の
締

結
は
、
与
謝
野
町
が
初
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

１

２

３

４

与謝野町農業関連施設の運営に関する連携

与謝野町農産物の販売に関する連携

消費者・生産地との交流に関する連携

そのほか協定の目的を達成するための連携

連携協定の内容

協定締結式の様子

阿
あ

知
ち

江
え いそ

部
べ

神社の本殿・宮殿・棟札
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魅力化コーディネーター 長谷川隊員
地域おこし協力隊通信 64

問　社会教育課 ☎ 43-9026

加
悦
谷
高
校
お
よ
び
宮
津

天
橋
高
校
加
悦
谷
学
舎
（
以

下
、「
加
悦
谷
」）
で
活
動
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
長は

谷せ

川が
わ

で
す
。
今
回
は
、

学
校
と
町
と
の
協
働
の
「
カ

タ
チ
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。昨

年
末
の
冬
休
み
、
２
年

生
の
専
門
学
校
と
就
職
希
望

者
を
対
象
に
、
志
望
動
機
を

言
語
化
す
る
た
め
の
講
座
を

４
日
間
連
続
で
行
い
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
３
年
生
の

推
薦
入
試
対
策
講
座
と
同
じ

講
師
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
も
含
め
て
、
こ

の
３
年
間
で
計
３
回
の
志
望

理
由
に
関
わ
る
講
座
を
行
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
運

営
と
大
き
く
異
な
っ
た
点

は
、
先
生
方
と
共
に
講
座
を

つ
く
っ
た
こ
と
で
す
。
具
体

的
に
は
、毎
講
座
終
了
後
に
、

講
師
と
教
員
で
そ
の
日
の
講

座
の
振
り
返
り
を
行
い
、
次

の
日
の
講
座
の
方
針
を
決
め

る
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
ま

し
た
。

今
回
の
講
義
の
テ
ー
マ

は
、「
進
路
に
つ
い
て
真
剣

に
向
き
合
う
機
会
に
す
る
」

で
し
た
。
皆
さ
ん
、生
徒
に
、

よ
り
効
果
的
な
講
義
を
行
う

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
？
　
私
は
、

「
生
徒
の
反
応
を
適
切
に
捉

え
る
こ
と
」「
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
を
行
う
こ
と
」、
そ
し
て

「
適
切
に
負
荷
を
与
え
る
こ

と
」
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
４
日
間
の
講
義

だ
け
で
は
不
十
分
で
日
ご
ろ

か
ら
生
徒
と
接
す
る
先
生
方

の
協
力
が
必
須
で
す
。

今
回
、
講
義
後
に
先
生
方

と
振
り
返
り
を
す
る
時
間
を

設
け
た
こ
と
で
、
講
師
が
講

義
中
に
適
切
に
捉
え
き
れ
な

か
っ
た
生
徒
の
小
さ
な
反
応

を
先
生
方
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
り
、
講
義
の
負
荷
が

適
切
か
ど
う
か
の
意
見
を
い

た
だ
け
た
り
し
て
、
非
常
に

建
設
的
に
場
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
効
果
と
し
て
、
受
講

し
た
生
徒
か
ら
は
「
進
路
に

対
し
て
今
ま
で
よ
り
も
強
く

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自

分
は
し
た
い
こ
と
が
見
つ

か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
改
め

て
気
づ
い
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
魅
力
化
推
進
事
業

は
、
現
場
で
奮
闘
さ
れ
て
い

る
先
生
方
の
声
を
拾
い
つ

つ
、
外
部
の
人
間
だ
か
ら
こ

そ
生
徒
に
与
え
ら
れ
る
刺
激

や
説
得
力
を
活
用
し
、
生
徒

の
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、

ひ
と
つ
の
「
カ
タ
チ
」
に
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
先
生
方

と
町
の
想
い
を
し
っ
か
り
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
町
と

高
校
と
の
協
働
の
か
た
ち
で

す
。
今
回
の
講
座
で
は
よ
り

踏
み
込
ん
だ
か
た
ち
で
そ
れ

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

町
と
高
校
が
協
働
し
て
い

く
土
壌
が
確
実
に
整
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
見
守
っ
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冬期講習の様子

訂正とお詫び

『広報よさの１月号』
（No.191）において、掲
載内容に誤りがありまし
た。以下のとおり訂正し
てお詫びします。

【訂正内容】
・P19 の「PhotoReport」
の高岡愛衣さんの読み仮
名。
正しくは「たかおかあい」
さんです。

施設名 所管課 指定管理者名 指定期間

加悦椿文化資料館 社会教育課 有限会社明人夢村

令和４年４月１日

～

令和９年３月３１日

（５年間）

与謝野町大豆・米乾燥調製施設 農林課 株式会社与謝ファーム

与謝野町生産物特産加工販売施設
（ちんざん）

農林課 有限会社明人夢村

旧加悦鉄道加悦駅舎 観光交流課 特定非営利活動法人加悦鐵道保存会

大内峠一字観公園 観光交流課 大内峠一字観公園有限責任事業組合

かや山の家 観光交流課 株式会社かや山の家運営委員会

旧尾藤家住宅 観光交流課 ちりめん街道を守り育てる会

７施設の指定管理者が決定しました

町 政  News & Information

功績・功労をたたえて

白
し ら

杉
す ぎ

　一
か ず

眞
ま

 さん

● 瑞宝双光章

白杉一眞さん（京丹後市大宮

町）は、昭和４７年に教員に

採用されて以降、平成１９年

３月に加悦小学校を校長で退

職するまでの約３５年の間、

学校教育・児童生徒の健全育

成に大きく寄与されました。

　最終の勤務先であった加悦小学校では、町合併

の過渡期の中、児童、保護者にも丁寧な指導と対

応で学校の安定経営に尽力されました。また、退

職後も豊富な教員経験を活かし、伊根町および京

丹後市教育委員会の指導主事を歴任し、学校教育

のみならず地域社会の発展に大きく貢献され、こ

の度の受章に至りました。

森
も り

岡
お か

　克
か つ

成
な り

 さん

● 近畿管区行政評価局地域総括評価官感謝状

森岡克成さん（後野）

は、平成３１年４月

から与謝野町の行政

相談委員として活動

をされており、今回、

行政に対する苦情の

解決に尽力された功績が認められ、近畿管区行政

評価局地域総括評価官感謝状が授与されました。

感謝状を授与された森岡さん
（右から２番目）

広報よさのでは、「小中高生や出身者の活躍」「個人や

各種団体の表彰」などを掲載しています。企画財政課

（☎ 43-9015）まで情報をお寄せください。

※ 掲載に当たり、一定の要件があります。あらかじめご了承

ください。

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、令和３年 12 月 16 日から令和４年１月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

令和３年 12 月末現在

まちのうごき

人　口	20,658 人（－ 22）

　男　	19,916 人（－ 15）

　女　	10,742 人（－７）

世帯数	 8,998 戸（－ 11）
※ 括弧内は前月比
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与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています



お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申し込み先・方法

問

申

掲載している情報は、１月３１日（月）現在のものです。

【消費生活】

偽りの

通販サイト

に注意！

　「ブランド商品８０～９０％ off」等の広告にひかれ、大手百貨店等の名をかたる通販サイトで商

品を購入したところ、「偽物が届いた」「偽サイトだった」などのトラブルが全国で約８００件報告

されています。宮津与謝管内でも同様のトラブルに関する相談がありました。百貨店が通販サイト

でブランド品を大幅値引きで販売することはありません。代金を支払ってしまうと返金は困難です。

注文する前に正しいサイトかどうか確認をしましょう。

問　宮津与謝消費生活センター ☎ 22-2127 ／消費者ホットライン ☎ 188（いやや）

その他　今回の申請に間に合わな

くても、４～５月の通常申請提出

により８月末に支給されます

　　　　２月２８日（月）までに、

子育て応援課（☎ 43-9024）へ。

令和４年度高校生給付型奨学金等令和４年度高校生給付型奨学金等

（非課税世帯）の支給申請（非課税世帯）の支給申請

支給対象者　町民税非課税世帯

で、高等学校等に修学し、次のい

ずれかに該当する世帯

■ 母子・父子世帯（２０歳以上の

子どもがいない世帯、または母子・

父子と６５歳以上の者で構成する

世帯）

■ 児童世帯（父母のいない２０歳

未満の者で構成する世帯）

■ 障害者世帯（父母のどちらか

が身体障害者手帳３級以上）

■ 長期療養者世帯（父母のどち

らかが６ヵ月以上の入院等）

支給金額

入学支度金　※ １人１回限り

【国公立】６万 3,000 円

【私立（全日制）】17 万 8,000 円

【私立（定時制）】13 万 7,000 円

【通信制】４万 5,000 円

支援金　年額６万円

※ 国の支援制度との併給調整あり

奨学金　■ 特別支援学校および

高等専門学校第４・５学年

月額１万 6,000 円または月額１万

4,000 円

■ 他府県の私立等

【全日制】月額３万 3,000 円

【定時制】月額２万 4,000 円

※ 国の支援制度との併給調整あり

　　　　２月２８日（月）までに、

子育て応援課（☎ 43-9024）へ。

令和３年度特別支援学校就学令和３年度特別支援学校就学

援助補助金の申請援助補助金の申請

対象者　令和４年１月１日におい

て、与謝野町に住所を有し、かつ、

特別支援学校に就学の児童生徒の

保護者、または当該児童生徒の就

学に要する経費を負担する者

提出書類　

①特別支援学校就学援助補助金交

付申請書兼口座振込依頼書

②在籍証明書、学生証の写しなど

特別支援学校に在籍していること

が確認できるもの

補助金額　4,750 円

備考　申請書は、学校教育課にあ

るほか、町公式ホームページから

ダウンロードできます。

　　　　２月２５日（金）までに、

学校教育課（☎ 43-9025）へ。

母子家庭奨学金（高等学校入学支母子家庭奨学金（高等学校入学支

度金）の入学前支給申請度金）の入学前支給申請

京都府母子家庭奨学金（高校生入

学支度金）を希望する方は、高校

入学前に「入学支度金（３万 5,000

円）」のみの申請を受け付け、３

月（入学前）に支給を受けること

ができます。

支給対象者

■ 申請日時点で母子家庭の母で高

等学校への入学が決定している中

学３年生の児童を扶養している方

■ 令和４年４月１日時点で京都府

内（京都市以外）に居住し、引き

続き母子家庭であると見込める方

申請方法　▼申請書（ひとり親家

庭福祉推進員または民生児童委員

の証明不要）▼合格通知書（写し）

【町長・町議会議員一般選挙】【町長・町議会議員一般選挙】

立候補予定者説明会の開催立候補予定者説明会の開催

日時　３月８日（火）

【町長選挙】午後１時～

【町議会議員一般選挙】午後３時

半～

場所　岩滝保健センター

出席人数　１陣営につき２人以内

　　選挙管理委員会 ☎ 43-9010

女性相談の開催女性相談の開催

家庭内の問題、夫や恋人からの暴

力、職場内の問題、人間関係など、

女性が抱えるさまざまな悩みや生

きづらさを、女性の相談員がお聞

きし、一緒に考えて問題解決のお

手伝いをします。秘密は厳守しま

すので、安心してご相談ください。

日時　３月１８日（金）午後１時

～４時　※ 相談無料

場所　野田川庁舎

相談　１人５０分程度、要予約（定

員３人、当日申し込みもできます

が、前日までの予約が０件の場合

は中止します）

相談員　女性フェミニストカウン

セラー

問　住民環境課 ☎ 43-9030

農業座談会の開催農業座談会の開催

日時・場所

■ ２月２２日（火）午後１時半～

元気館

■ ２月２８日（月）午後１時半～

野田川わーくぱる

問　農林課 ☎ 43-9023

各種催しや相談等は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、内容変更または開催を中止する場合があ

ります。詳しくは、問い合わせ先までお願いします。

【図書館（加悦分室）】【図書館（加悦分室）】

会計年度任用職員の募集会計年度任用職員の募集

採用条件・人数　

パソコン操作ができる方・１人

業務内容　図書館（加悦分室）で

図書の貸出業務に関する作業

勤務日　原則として週１～２回、

土日祝日に１日４～７時間半の勤

務　※ シフト制のため、他の勤務日

を指定する場合があります

報酬額　時間上限額 1,052 円（図

書貸出事務員、職歴等により決定）

※ その他の手当て・勤務条件は町が別

に定める条例・規則によります

任用期間　４月１日～令和５年３

月３１日まで　※ 勤務成績等により

再度任用あり

選考　応募者の中から、面接によ

り採用者を決定します。詳細は後

日お知らせします。

　　　　２月２４日（木）の午後

５時までに、申込書を図書館本館

（知遊館内、☎ 46-2451）へ。

申込用紙は、図書館全館でお渡し

するほか、町公式ホームページか

らもダウンロードできます。

祝日のごみ収集（天皇誕生日）祝日のごみ収集（天皇誕生日）

２月２３日（水）は、祝日のため

ごみ収集は行いません。お間違え

のないようお願いします。

問　住民環境課 ☎ 43-9030

ごみステーションの除雪のお願いごみステーションの除雪のお願い

ごみステーションやリサイクルス

テーション周辺の除雪がされてい

ないとごみ収集できないことがあ

ります。また、除雪せずごみステー

ションの外にごみを置いた場合、

カラスなどが荒らし周辺にごみが

散乱することがあります。ごみス

テーションの除雪は、利用してい

る方で行っていただきますようお

願いします。

問　住民環境課 ☎ 43-9030

令和３年度与謝野町文化祭の令和３年度与謝野町文化祭の

開催日程開催日程

与謝野町文化祭は、３月５日（土）、

６日（日）の予定でしたが、以下

のとおり開催日を変更します。

【展示発表】

日時　３月１９日（土）、２０日（日）

場所　岩滝ふれあいセンター

【ステージ発表】

日時　３月１９日（土）、２０日（日）

場所　知遊館

問　社会教育課 ☎ 43-9026

申請はお済みですか？　子育て世帯への３つの給付金 問　子育て応援課 ☎ 43-9024

１　子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）　給付額：児童１人あたり５万円

■ 令和３年４月分の児童扶養手当受給者の方　※ 申請不要・給付済み

■ 公的年金等を受給していることにより、令和３年４月分の児童扶養手当を受給されていない方　※ 要申請

（公的年金等 ･･･ 遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）

■ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給している方と

同じ水準となっている方　※ 要申請

２　子育て世帯生活支援特別給付金〔その他世帯（ひとり親世帯以外）分〕　給付額：児童１人あたり５万円

令和３年３月３１日時点で１８歳未満の児童（障害児の場合は２０歳未満）を養育する父母等で

■ 令和３年度住民税（均等割）が非課税の方　※ 申請不要・給付済み

■ 令和３年１月１日以降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となった方　※ 要申請

３　子育て世帯への臨時特別給付金　給付額：児童１人あたり１０万円

■ 令和３年９月分の児童手当（本則給付）支給対象となる児童（同居の高校生相当児童）の父母等

※ 申請不要・給付済み

■ 平成１５年４月２日～１８年４月１日生まれの児童（高校生相当）の父母等で、所得が児童手当（本則給付）

の支給対象となる金額と同等未満の方　※ 要申請

なお、他市町の高等学校通学等により、与謝野町に住所のない高校生についても与謝野町にお住いの父母

等に受給していただくことができます。申請書が届いていない場合は、子育て応援課までご連絡ください。

■ 令和４年３月３１日までに生まれた児童手当（本則給付）の支給対象児童（新生児）の父母等　※ 要申請

問

問

問

問・申

問・申

問・申

問・申

問

問

問

【広告】

27　広報よさの FEBRUARY 2022 26



一
票
一
票
でで

わ
た
し
も
参
加

わ
た
し
も
参
加

ま
ち
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京都 京都 府知事府知事選挙選挙

与謝野 与謝野 町長町長選挙選挙

与謝野 与謝野 町議会議員町議会議員一般一般選挙選挙

投票で

きる方

京都府知事選挙

３月２５日（金）～４月９日（土）

町長・町議会議員一般選挙

４月６日（水）～９日（土）

選挙

告示日

京都府知事選挙

３月２４日（木）

町長・町議会議員一般選挙

４月５日（火）

与謝野町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎ 43-9010

投
　
票
　
日 午前７時 ～ 午後８時

※ 第１２・１９・２３投票所は午後６時まで

４月10日日

第 13 算所会館

第 14 加悦奥地区公民館

第 15 与謝野町役場加悦庁舎

第 16 後野地区公民館

第 17 与謝地区公民館

第 18 滝地区公民館

第 19 奥滝会館

第 20 金屋地区公民館

第 21 虫本公民館

第 22 明石地区公民館

第 23 香河地区公民館

第１ 石田地区公民館

第２ 弓木地区公民館

第３ 岩滝保健センター

第４ 東町会館

第５ 男山地区公民館

第６ 三河内地区公民館

第７ 岩屋地区公民館

第８ 四辻地区公民館

第９ 上山田地区公民館

第 10 下山田地区公民館

第 11 石川農業構造改善センター

第 12 川上公民館

※ 第２１投票所（虫本公民館）については、変更の可能性があります投票所予定施設

期日前

投票

満１８歳以上（平成１６年４月１１日以

前に生まれた方）で、与謝野町の選挙

人名簿に登録されている有権者

（詳細は、選挙管理委員会事務局まで）
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